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経済

環境

事業者名 株式会社エー・エム・エル農業経営研究所

地域資源を活かした堆肥製造を通じて、持続可能な農業と環境保全に貢献します。２０３０年に向けて、家
畜の糞の再資源化率を高め、循環型社会の実現を目指します。地域農家との連携を強化し、土づくりから
未来を支える企業として、次世代につながる持続可能な農業基盤の確立に取り組んでまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

土壌分析による減肥を推進することによる環境
汚染予防

作物別系統独自ブランド（ＰＢ）商品の取扱い拡大
による循環型農業の普及拡大

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

農家や畜産業者、行政や関係機関と連携し再資源化と環境負荷低減に取り組むとともに、従業員や地域
とも協力し、持続可能な地域づくりに貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

土壌分析による減肥を推進することによる環境汚染予防
土壌分析
2021年2,000点実施　→
2024年3,000点実施

働きやすい環境を整備し、職員の離職率を下げる

社会

経済

環境

社会

経済
３年間平均離職率

５．０％以下
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認く
ださい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

液肥の販売量
2021年 90ｔ→2024年 200
ｔ

前期の指標に対する実績

作物別系統独自ブランド（ＰＢ）商品の取扱い拡大による循
環型農業の普及拡大

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

自社商品の販売は堅調に伸び循環型農業の普及拡大に貢
献していたが、度重なる物価高の影響により直近での販売
量が伸びなかったため、目標未達成となった。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 賃上げの実施や設備投資による作業負荷の軽減など実施
し、３年間で退職者は１人という状況となっている。

前期離職率０％（３年間平均離職
率4.7％）

a 土壌分析を活用した減肥の推進を図り環境保全の効果が
あった。実施点数に関しては自社商品開発などに工数が
かかり、新規営業が伸びなかったため未達成となった。

項目 液肥の販売量

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

働きやすい環境を整備し、職員の離職率を下げる 現状（2024年） 更新時（3年後）

2024年実績　２６００点実施

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

0％

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

３年後の離職者１名以内

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年実績　１８６ｔ実施

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 土壌分析点数

現状（2024年） 更新時（3年後）

2600点

186ｔ 200ｔ

項目 離職率

3000点


